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１．はじめに
　2016年12月９日－11日に，2nd Asia Pacific 
Conference of Coaching Science（以下，APCOCS）
が，中国の上海で開催された1）。
　APCOCSはアジア圏を主としたコーチング
学研究の国際的な学会であり，最新の研究成
果の発表や，研究交流が可能である。また，
第一回APCOCSは本学（北翔大学）にて開
催されており，非常に親交深い学会大会と言
える。筆者らは北方圏生涯スポーツ研究セン
タ （ースポル）の研究成果として当学会にて，
研究発表を行った。本論ではその概要につい
て報告する。
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Ⅱ．研究発表内容報告
１. Study on the Physical and Psychological 
Effects of the Snow Games.2）
Kotaro Aoki, Masahiro Yoshida, Masahiko 
Tokuda, Tadashi Takeda
１）目的
　北海道の子供たちの体力・運動能力の向上
を図るためには，冬でも外で意欲的に活動で
きる機会を創出し，冬期間の運動頻度を高め
ることが肝要である。そこで，筆者らは冬の
外遊びプログラムとして「スノーゲーム」を
開発した3）。今後，スノーゲームの普及に当
たっては，スノーゲームの運動効果を科学的
に検証し，子供たちの体力・運動能力の向上
における有用性を明らかにしていかなければ
ならない。そこで本研究では，大学生を対象
に予備実験を行い，身体的・心理的効果の観
点からスノーゲームの運動効果の可能性につ
いて検証した。
２）方法
　被験者は，Ｈ大学の体育・スポーツ系学部
の学生18名とし，データの欠損や数値の異常
がなかった16名（男性13名，女性３名）を分
析対象とした。
　スノーゲームの身体的効果を検証するた
め，スノーフラッグ，スノータッグ，雪上し
っぽとりを雪上と陸上で実施し，スズケン
社製のライフコーダで運動強度（LC強度），
Polar社製のハートレートモニターで心拍数
を測定した。運動強度は，雪上と陸上で各
LC強度に該当した回数をもとに対応のあるt
検定を行った。心拍数の分析は，被験者ごと
に活動中の心拍数の推移を表示し，雪上と陸
上の推移の違いを検証した。
　スノーゲームの心理的効果を検証するた
め，雪上活動の運動量に関する調査票を作成
し，実験後にアンケート調査を実施した。調
査内容は，雪上と陸上で行った各アクティビ
ティについて「楽しさ」「体力（身体的な負
図４　学会大会集合写真
図３　質疑応答（青木）
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担の大きさ）」「意欲（またやってみたい）」
の観点から比較し，陸上・雪上を両端とした
７段階のリッカート尺度で評価してもらっ
た。それを陸上（１点），雪上（７点）を両
端として得点化し，アクティビティごとに「楽
しさ」「体力」「意欲」の平均（M）を算出し
て，その値が中央（４点）よりどちら寄りに
なるかで検証した。
３）結果と考察
（１）身体的効果の検証
　LC強度を比較した結果，雪上は低・中程度
の運動強度（LC2，LC3，LC4）に該当した回
数や各LC強度に該当した総数（total）の回数
が有意に多く，陸上は高強度（LC 8）に該当
した回数が有意に多い結果となった。総数を
もとに活動時間を算出した結果，雪上は181.6
秒（45.4回×４），陸上は153.2秒（38.3回×４）と
なり，雪上のほうが30秒ほど活動時間が長い
ことが分かった。このことから，雪上で活動
する場合，陸上と同じように素早く動けない
ため，必然的に動いている時間が長くなりや
すく，運動量も自然と多くなると推察された。
　次に，心拍数の推移を比較した結果，雪上
で活動を行った時の心拍数のほうが150bpm
を超えることが多く，特に雪上しっぽとりで
は，活動中の心拍数が180bpmを超えた状態
が続き，最大心拍数の90％近くまで上昇して
いることが分かった。雪上での運動は，積雪
によって下半身に大きな負荷がかかるため心
拍数も上昇しやすく，陸上よりも短い時間で
効果的に運動量を確保することができるので
はないかと推察された。
（２）心理的効果の検証
　アンケート調査の結果，「楽しさ」「体力」「意
欲」のいずれの観点も雪上寄りの評価となっ
ており，特にスノーフラッグではその傾向が
顕著に見られた。自由記述では「屋内は床な
ので滑るだけだが，雪上だと足が取られるだ
けでなく，動きにくいので必然と運動量が増
えると感じた。」との回答がみられ，雪上の
ほうが身体的負荷が高く，運動量が多いと感
じていることが分かった。
４）質疑応答
Ｑ：なぜLC5〜 LC7に有意差がみられなか
ったのか？
Ａ：陸上は，雪の影響がなく素早く動くこ
とができたことでLC8で有意差がみられた
が，雪上も陸上もLC5〜 LC7に該当する
運動がほとんど行われなかったことから有
意差がみられなかったと考える。
５）発表を終えて
　今後は，予備実験の成果と課題を踏まえつ
つ実験方法や測定項目等の見直しや改善を図
り，本実験の実施に向けて準備を進めていき
たいと考えている。
２．Development of "Rhythm Exercises" 
for Improvement of Physical Fitness 図５　発表の様子（青木）
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and Exercise Capability of Children in 
Hokkaido.4）
Shuhei Hirota
１）目的
　広大な北海道において，子どもたちの体
力・運動能力の向上を図るには，学校規模や
地域の特色に左右されず，どこの学校でも同
程度の質を担保し，かつ気軽に取り組むこと
ができる体力・運動能力向上プログラムの開
発が必要である。また，運動習慣を確立する
ため，子ども自身が運動を楽しみながら継続
していける仕掛けが必要である。これらの課
題解決のため，音楽に合わせて自然と動き出
したくなるような「リズム体操」の開発が有
効である。今回の研究では，開発中の「リズ
ム体操」に組み込む運動内容の発表を行った。
２）方法
　先ず，全国体力・運動能力，運動習慣等調
査で行われる新体力テストの課題内容とねら
いについて確認した。その後，それらを踏ま
えた上で，８項目の運動課題における体力・
運動能力向上に効果的に働く「リズム体操」
の構成運動を発生運動学的立場から検討し，
その運動内容を提示した。
３）結果と考察
（１）新体力テストの課題内容とねらい
　文部科学省は「新体力テスト」のねらいを
「子どもの体力の状況を把握するとともに，
日常生活における運動習慣及び基本的な生活
習慣などの状況を把握し，その改善を通して，
体力・運動能力を向上させること」と簡潔に
述べている5）。
　上記のねらいに基づき，新体力テストは「基
礎的運動要因」と「基礎的運動能力」を測る
テストとして位置づけられる5）。「基礎的運
動要因」は「筋力，持久力，瞬発力，敏捷性，
柔軟性など」5）とされ，体力要素を示すもの
である。これを測定する実技テストとして，
昭和39年から平成9年まで「体力診断テスト」
が行われていた5）。「基礎的運動能力」は「走
る，跳ぶ，投げる，打つ，押す，蹴るなど」
5）とされ，これは運動能力を意味しているも
のである。「基礎的運動能力」としての「走
る，跳ぶ，投げる，打つ，押す，蹴るなど」
は目的を持った運動行為として捉える必要が
ある。文部科学省の新体力テストのテスト項
目と運動能力評価，体力評価，運動特性との
対応関係5）によれば，50m走，20mシャトル
ラン，立ち幅とび，ソフトボール投げの４項
目は体力評価及び運動能力評価の指標となる
ことが分かる。対して握力，上体起こし，長
座体前屈，反復横とびは体力評価の指標とさ
れている。
（２）リズム体操の構成運動
　運動能力としての「走る，跳ぶ，投げる，
打つ，押す，蹴るなど」の運動は，目的を持
った運動行為として捉える必要がある。目的
を持った運動行為は，〈価値意識〉6）が共生
する運動財6）として扱われる必要がある。そ
のため，新体力テストにおける運動財もまた，
距離や時間の測定結果を比較して競争すると
いう価値構造を有していると捉えることがで
きる。さらに，運動財は，筋力などの単なる
生理学的な力で説明されるものではなく，生
き生きとした運動リズムが含有されるもので
ある。筆者は，この運動財がそれぞれにもつ
固有の運動リズムに着目し，開発する「リズ
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ム体操」に新体力テストで扱われる運動の基
本リズムを組み込んだ運動内容を紹介した。
４）質疑応答
Ｑ：互いの相関関係の視点から，子どもの体
力・運動能力を向上させるために学力向上
に取り組むというアプローチは考えられな
いか？
Ａ：本研究においては学力との相関関係にま
では立ち入っていないため，そのような取
り組みは考えていなかったが，最近では認
知機能と体力・運動能力の関係性を探る研究
も扱われているので，今後の課題としたい。
５）発表を終えて
　今後は，今回発表した運動内容を伴奏曲に
合うように順序付け，細かいつなぎ部分まで
構成し，子どもたちが楽しく取り組める「リ
ズム体操」として完成させたい。
３．The effect of Educational camps in 
College students−Focusing on the Camp 
Experiences −. 7）
Masahiko Tokuda, Yoshinori Fukuda
１）目的
　教育キャンプ参加者の社会人基礎力の変容
を明らかにすると共に，継続的なキャンプ参
加による効果を明らかにすること。
２）方法
　経済産業省が示す社会人基礎力の指標を用
いて調査を行った8）。３年間に渡り同一のキ
ャンプを縦断的に調査し，各年度のキャンプ
前後，計６回分のデータが得られた。さらに
キャンプ後に社会人基礎力の各能力要素に関
して，どのような行動が取れたか，身に付け
ることができたかといった自己評価を行う，
自由記述式アンケートを記入してもらった。
分析は，３年間継続して同一人物に得られた
22名のデータ（以下縦断データと呼ぶ），及
び全年度のデータを基に，学年ごとに得点を
統合したデータ（１年=69名，２年=70名，
３年=54名，以下統合データと呼ぶ）に対し，
２要因分散分析（３×２）を行った。自由記
述式アンケートはKJ法の手法を参考に，記
述内容から学年の特性及び社会人基礎力育成
場面を検討した。
３）結果
３．１．縦断データ及び統合データの結果
　縦断データにおいて，すべての能力要素に
期間の主効果が見られ，どの年度のキャンプ
においても社会人基礎力が向上していること
が明らかになった（表１）。一方統合データ
では「社会人基礎力全体」「チームで働く力」
において交互作用が認められ，３年生が他の
学年よりも大きな向上を示していることが明
らかになった（表２）。
３．２．自由記述式アンケート
　１年生は初めてのキャンプでどうしたらよ
図６　発表の様子（廣田）
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いかわからない中でも，意欲を持って生活し
ていること，２年生は係りの仕事や役割の失
敗や成功，達成感などを体験していること，
３年生は後輩を「育てる」「見守る」といっ
た意識を持ち，その難しさや達成感を感じて
いること，といった学年によって全く異なる
状況の中でキャンプ生活を送っている状況が
明らかになった。
４）考察
　継続参加の効果については，社会人基礎力
が積み重なって向上する結果は得られなかっ
たものの，「チームで働く力」に対する効果
が高くなる状況が明らかになった。さらに各
学年が異なる状況でキャンプに参加している
ことが明らかになり，それぞれの経験を経る
表２　統合データの結果・分散分析結果
能力要素 学年
２要因分散分析
pre １ post １ 学年 期間 交互作用
Mean SD Mean SD Ｆ値 Ｆ値 Ｆ値
社会人基礎力全体
全体 44.2 5.78 48.0 7.30
4.18* 91.73*** 3.23*
１年 43.1 5.75 46.3 6.36
２年 44.6 5.84 47.9 7.96
３年 44.9 5.62 50.5 6.96
前に踏み出す力
全体 4.0 .68 4.4 .72
3.23* 88.38*** 1.01
１年 3.9 .64 4.3 .66
２年 4.0 .66 4.4 .76
３年 4.1 .74 4.6 .73
考え抜く力
全体 3.8 .61 4.3 .71
6.16** 74.63*** .72
１年 3.7 .65 4.1 .60
２年 3.9 .62 4.3 .79
３年 3.9 .53 4.5 .66
チームで働く力
全体 4.1 .58 4.4 .73
2.60+ 44.02*** 5.31**
１年 4.1 .60 4.2 .67
２年 4.1 .57 4.3 .78
３年 4.1 .55 4.6 .68
 +ｐ<.010,*ｐ<.05,**ｐ<.01,***ｐ<.001　　　　
表１　縦断データの結果・分散分析結果
能力要素
2011年度（１年次） 2012年度（２年次） 2013年度（３年次） ２要因分散分析
pre １ post １ pre ２ post ２ pre ３ post ３ 年次 期間 交互作用
Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD Ｆ値 Ｆ値 Ｆ値
社会人基礎力全体 43.0 4.80 46.3 6.93 42.9 4.85 46.1 5.46 43.1 5.20 48.2 6.01 .47 27.32*** 1.32
前に踏み出す力 3.9 .64 4.2 .69 3.9 .72 4.3 .67 4.0 .79 4.5 .73 .38 19.65*** .92
考え抜く力 3.6 .55 4.0 .63 3.7 .51 4.1 .53 3.8 .51 4.2 .50 2.16 13.11** .87
チームで働く力 4.1 .55 4.3 .75 4.0 .43 4.1 .55 4.0 .46 4.4 .61 .48 12.63** 2.92+
 +p<.010,*p<.05,**p<.01,***p<.001
図７　発表の様子（徳田）
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事が社会人基礎力育成に繋がっている可能性
が示唆された。
５）質疑
Ｑ１：どのような参加者であるのか。なぜこ
のようなキャンプをしているのか。
Ａ１：看護士を目指す学生たちであり，看護
師としての資質を養う事を目的に実施して
いる。
Ｑ２：どのようなプログラムを行っているのか
Ａ２：主なプログラムは，テント設営，オリ
エンテーリング，野外炊事，課題解決プロ
グラム，キャンプファイヤー，スポーツ大
会，食事パーティ，トーチサービス，班別
活動などがあり，毎年ほぼ同様の流れでキ
ャンプが行われる。
６）発表を終えて
　コーチング研究においても，野外教育に活
かせる部分が多くあった。指導者としての在
り方，関わり方，考え方など，専門性の高い
意見や研究を知り，今後の実践，研究に活か
せる有意義な機会となった。
４．Coaching ski and snowboard using 
GPS device. 9）
Takeda  Tadash i ,  Kondo  Yu i ch i r o , 
Yamamoto Keizo,
１）目的
　GPSを利用してスキー，スノーボード選手
の滑走速度や滑走ラインを測定する研究がな
されている（Brodie, M.et al.200810）,佐々木ら
201411），鈴木ら201512））。宮本らは，携帯型
高精度GPS装置を開発した。筆者らはこれ
まで宮本らの開発したGPSを利用してワッ
クステスト13）や制度実験を行ったきた14）。そ
こで，本研究では，GPS装置を用いたスキ ・ー
スノーボード選手へのコーチング実践を報告
することを目的とする。
２）方法
　宮本らの開発した携帯型高精度GPS装置
（青葉テクノロジア社， AT-H-02，L78×W38
×H18mm, 69g, 5Hz）と，市販のGPS（フォ
ーアシスト社，GPSPORT：SPI HPU，L74
×W42×H16mm, 67g, 15Hz）をスキー・ス
ノーボード選手に装着し，スノーボードアル
ペン大回転ゲート（21旗門）滑走中の測定を
行った。対象者は，国際大会に出場経験のあ
る日本トップレベルのスノーボードアルペン
選手２名（男子１名，女子１名）と，大学生
一般アルペン競技選手男子２名（2016FISGS
ポイント：52.92，54.86）の４名であった。
測定場所は，中山峠スキー場（北海道喜茂別
町，全長850ｍ，最大斜度21度，最低斜度14度，
平均斜度19度）である。無線タイム計測シス
テム（BROWER社，Bib ID XS System）に
て滑走中のタイムを計測した。得られたGPS
データから，最大滑走速度，平均滑走速度，
滑走距離，心拍数を求めて，選手にフィード
バックを行った。
３）結果
　平均タイムは，41.57±1.33秒，平均速度
は，49.15±2.55 km/h，最大速度は，61.74±
3.93 km/h,滑走距離は，569.74±28.82m，平
均心拍数は，149.9±12.3 bpm，最大心拍数は，
170.8±17.8 bpmであった。
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４）考察
　２つのGPSによりスキー，スノーボーダー
の滑走中のデータを測定し，選手にフィード
バックを行った。それにより，通常，選手は
認識することができない情報を知ることがで
き，効果的なコーチング方法であると考える。
５）質疑：
Ｑ１：GPSを装着することによる違和感は
ないのか？
Ａ１：特にない。ラグビー，サッカーなどで
も利用されている。
Ｑ２：測定誤差はどのくらいか？
Ａ２：宮本らの開発したものは，３センチ程
度であり，市販のものは１ｍ程度であると
開発者から聞いている。
Ｑ３：基礎スキーなどでの利用可能か？ 
Ａ３：可能である。ただし，大会で利用する
場合は主催者の許可などが必要である。
６）発表を終えて
　今回発表を終えて，GPSに興味を持ってい
る人が多かった。また既に利用している人で
も市販のものであり，高性能のものはあまり
利用していなかった。基礎スキーの選手が利
用したいとの申し出があり，今後，実験を進
めることになった。
５．Studies on improvement of physical 
fitness and education for Junior Leader by 
morning exercise at elementary school.15）
Ishii Yui, Takeda Tdashi, Omiya Shinich, 
Mashiyama Naomi
１）目的
　北海道の児童生徒の体力低下は深刻な問題
となっている。北翔大学では平成22年度から，
地元Ｅ市教育委員会と連携し，近隣のＡ小学
校において，小学校１年生〜３年生を対象と
した体力向上，運動好きの子どもの育成を目
指した「朝運動プログラム」を実施している。
平成25年度からは，１年生と一緒に運動する
ジュニアリーダー（４〜６年生）の育成も実
施している。本研究では平成27年度に実施し
た朝運動プログラムとジュニアリーダー育成
の実践を報告し，その結果・課題を明らかに
することを目的とする。
２）方法
　対象は平成27年度Ａ小学校１年生男子10
名，女子13名と，ジュニアリーダーとして参
加した４〜６年生24名である。「朝運動プロ
グラム」を2015年に５月から12月まで33回，
実施した。１回の実施時間は25分であった。
朝運動プログラムは，体力向上と楽しさを目図８　発表の様子（竹田）
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的として作成された。体力要素の変化を検討
するために，新体力テストのうち，立ち幅跳
び，握力，上体起こし，長座体前屈，20ｍシ
ャトルランを実施した。比較には対応のある
ｔ検定を実施した（ｐ＜0.05）。また，プロ
グラム終了後，プログラムに関するアンケー
ト調査を実施した。
３）結果
　男子10名に関しては，５月の平均値と比較
して，12月の平均値は全ての項目で向上した。
しかし，統計上有意な差はなかった。また，
12月の平均値では，立ち幅跳び，握力，長座
体前屈，上体起こしの項目において，小学校
１年生男子の全国平均値より高い値となった。
　女子13名に関しては，握力，長座体前屈，
反復横とび，シャトルランの項目で，５月よ
り12月の方が高い値となった。特に，シャト
ルランでは統計上有意な差があった。
　12月の平均値と全国平均値では，立ち幅跳
び，握力，長座体前屈，上体起こし，反復横
跳びの項目において，小学校１年生女子の全
国平均値より高い値となった。
　アンケート調査では，朝運動プログラムに
対して，20名が「大変楽しかった」，３名が「楽
しかった」と回答し，全員，肯定的にとらえ
ていた。
４）考察
　体力テストの結果では有意差の生じた項目
は女子の20ｍシャトルランのみであった。し
かし，12月の値において全国平均を上回る種
目だ男子で４種目，女子で４種目であったこ
とは対象者の体力向上が見られたと考える。
また実施後のアンケートにおいても全員，実
施前よりも運動が好きになったと回答したこ
とから，ジュニアリーダー育成による朝運動
プログラムは，体力テストの数値を上げるこ
とに効果があり，子どもたちで作る「遊び社会」
が体力向上を試みる環境づくりとしてよい影
響を与えることが示唆された。今後は楽しみ
ながらより効果的に体力向上ができるプログ
ラムの開発を継続して実施していきたい。
５）質疑
Ｑ１：ジュニアリーダー育成の取り組みの目
的は？
Ａ１：大人が介入しなくても，子ども社会の
中で遊びを率先して始められるような子ど
も集団の育成。
Ｑ２：朝運動プログラムには，どのような種
目があるのか？
Ａ２：走・跳・投・支持・複合的な運動を子
どもの実態に合わせて組み立てている。全
図９　発表の様子（石井）
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て既存する遊びではなく独自に考えられた
ものであり,使用する道具も身近なものを
利用している。
６）発表を終えて
　発表を終えて，今回の研究内容を参考に体
力向上の取り組みを進めたいという声があっ
た。子どもの体力向上や運動プログラムにつ
いての感心が高く，現代社会における子ども
の体力問題が着目されていることを改めて認
識した。今後，継続して研究を進めていく。
６．Proactive Motor Action Training adapted 
to severe and multiple handicapped children
-  P re l im ina r y  S tudy  on  I n t eg ra ted 
Approach-.16）
Miki Ohmura   Yoshiteru Sato
１）目的
　重度重複障害児に対して，意図的・主体的
な学習過程を（選択機会）を設けた単一動作
課題を行うと共に，リラクゼーションを促す
音楽を取り入れた統合的アプローチを行うこ
とにより，身体的側面ならびにストレス，コ
ミュニケーション能力の変化を検討すること
を目的とした。
２）方法
　視覚障害と両下肢機能全廃，12歳の女児１
名（生徒Ａ），先天性脳性まひと体幹機能障害，
14歳の女児１名（生徒Ｂ），計２名を対象と
し，週１回，30分〜40分のプログラムを約
３か月間行った。プログラムの手続きは，①
担当職員による生徒の実態把握（MEPA-R，
コミュニケーション評価，遠城式，生育歴）。
②子どもの実態に応じた動作課題と音楽を取
り入れた統合的プログラムの導入，実施。③
ビデオ記録による相互作用の行動観察と心拍
数，ストレス値を計測。これらのデータを基
に，対象者の身体的ならびに心理的側面の変
化を検討した。
３）結果
　１回目〜７回目までの結果として，生徒Ａ
の心拍数は最高平均約135ｂｐｍ，最低平均
約70bpm。CDの選択肢を２枚から３枚へと
増加し，選択が徐々に可能になっている。ま
た，CDプレイヤーのボタンに指を持って行
って欲しいという積極的な要求行動が出現し
ている。また，スキップボタンの位置にすぐ
手が伸びるようになっている。生徒Ｂの心拍
数は最高平均約125bpm，最低平均約70bpm。
７回のうち５，６回目以外ではストレス値が
プログラム実施前より実施後のほうが低下し
ている。袖通しができる回数の増加。又，ビ
ーズ通しのビーズの個数の増加，時間の短縮
が見られている。
４）考察
　回数を重ねるごとに，心拍，アミラーゼ値の
安定が見られ，身体活動もスムーズになって
いる。また一つひとつ細かいステップを確実図10　発表の様子（大村）
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にクリアし，次のステップを試みることによ
って着実にステップアップしていること，回
数を重ねるごとに要求行動やサインが増えて
いることからプログラムの効果が推察される。
５）質疑応答
Ｑ：最終的にこの結果をどう活かしていける
のか。
Ａ：最終的には家庭をはじめ学校現場でも使
用できる実態ごとのチャートや評価シート
を作成し，障害児とのかかわりの手助けと
なるように考えている。
６）発表を終えて
　海外での発表は初めてだったが，様々なス
ポーツに関したコーチングの発表を聞く機会
となり，様々な教育観が見られ，とても参考
になった。今後の研究に繋がる良い刺激を受
けることができた。
Ⅲ．その他の発表
　各自の研究分野で関心のあった研究発表に
ついて報告する。
1. Poster Presentation: Japanese University 
Students’ Awareness of Beach Warning Flags 
and Guidelines for Safety Education. 17）
Ryosuke INAGAKI（University of Fukui）
　福井大学の稲垣良介氏は，水難事故や着衣
泳の研究を専門としており，今回は「日本の
大学生のビーチの警告旗の認知度と安全教育
のためのガイドライン」についてポスター発
表が行われた。
　本研究は，大学生を対象にビーチにある警
告旗の認知度についてアンケート調査を行
い，その成果を水辺活動の安全ガイドライン
の設計に生かすことを目的としていた。調査
対象はＦ大学の学生128名（分析対象者124名）
とし，ビーチにある警告旗の色（赤，白，黄色，
赤と白，旗が無い状態）とその意味（遊泳可，
遊泳注意，遊泳不可）に関する認知度等につ
いてアンケート調査を実施した。調査の結果，
赤（遊泳不可），白（遊泳可），黄色（遊泳注
意）については60％以上の学生が旗の意味を
理解していたが，赤と白（遊泳注意）につい
て正しく答えられたのは10.5％のみで，80.6
％は「知らない」という結果であった。また，
こういった旗の色の意味について以前に習っ
たことがあるか尋ねたところ，97.6％の学生
は習ったことがないという状況であった。こ
のことから，本研究では，今後，水泳の授業
において警告旗の意味も伝えるなど，水難事
故を避ける指導を行っていくことが大切であ
ると結論づけていた。
　我が国の水難事故の発生件数は，水辺活動
に対する安全意識の高まりとともに年々減少
傾向にあったが，ここ10年は横ばい状態にあ
る。そうした状況のなか，稲垣氏の研究によ
って現在の水辺の安全教育の不十分さが明ら
かにされたことは注目すべき結果であり，水
辺活動に限らず，今後の野外教育における安
全教育の在り方においても参考になる研究成
果だと感じた。
２．Oral Presentation：Searching for a Better 
Community for Coach Developers to Learn. 18）
Shigeki Sarodo, Jun Sekiguchi, Osamu 
Morishima, Masamitsu Ito（Nippon Sports 
Science University）
　佐良土茂樹氏らは，日本体育大学が2014年
北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要　第８号252
から実施している「NSSU Coach Developer 
Academy：日本体育大学スーパーコーチャ
ー・アカデミー：NCDA」の中間評価に関す
る研究発表を行った。
　NCDAは，年に２度の対面式の学習会と
オンラインでの学習会を実施している。そこ
には世界中のスポーツ専門機関や大学・研究
機関からの参加があり，それぞれの実経験や
問題点等を共有し，優れたコーチ育成者にな
るための学習を行っている。今回の研究目的
である本事業の中間評価は以下のように述べ
られていた。
　３年間のプログラム運営では延べ23か国か
ら合計37名の参加があった。３年間の事業に
おいて，世界中のコーチ育成者のコミュニテ
ィが構築され，横のつながりがより強固にな
ってきている。加えて，Facebookやtwitter
などのSNSを介したコミュニケーションも
重要な役割を果たしている。最も重要な点と
しては，本アカデミーが現在，コーチ育成者
のハブとしての役割を果たしており，今後さ
らに本事業を中心としてコーチ育成者のシス
テム構築がなされていくことになるだろうと
自己評価されていた。
　優れたコーチを育成するための，更にその
上のコーチを養成するシステムの構築は，ま
だまだ始まったばかりの試みであるが，体系
づけられたコーチ育成システムは，今後の競
技スポーツの発展には重要な意味を持つもの
になるだろう。
３．Oral Presentation: Why did top level 
junior gymnasts quit the sports? 19）
Yuta UEMATSU, Masamitsu ITO, Kazuhiro 
SUZUKAWA
（Nippn Sports Science University）
　植松は多くのジュニアアスリートが将来的
にトップアスリートを目指しているのにも関
わらず，成果を挙げられるアスリートはごく
わずかである事を述べており，栄光を手にす
るアスリートにのみが注目され，その一方で，
途中で競技を辞めた選手達に対して着目され
ていない事を問題提起している。そのような
背景から，植松は競技を辞めた選手に着目し，
本口頭発表では，トップアスリートになる前
に辞めたジュニアアスリートを対象に，辞め
た理由を分析し，発表を行っていた。植松は，
高いパフォーマンスを追及する事による，コ
ーチングのネガティブな側面を明らかにする
ことで，より健全なコーチングが可能になる
とも述べている。
　研究方法は，トップレベルでありながらも
途中で競技を辞めた４人の元体操選手（芸術，
リズム，トランポリン，エアロビック）を対
象に，半構造化インタビューを行っていた。
インタビューはICレコーダーに記録され，
逐語化を行っている。その後，コーディング
を行い，SCAT分析を行った。SCAT分析は，
１）重要なフレーズを指定し，２）それらの
単語をより一般的な表現に修正，３）概念化，
４）テーマの作成，５）ストーリーの作成，
といった手順で行われたとのことであった。
　分析の結果，アスリートが競技を辞めた理
由は多岐に渡り，その中で得られた共通のテ
ーマは，家族の支援に対する感謝であり，家
族の支援が無ければ，大きな努力は不可能で
あったということであった。
　一方で，他の競技者やコーチとの関係性に
関しては，より良いコーチを求めるために，
自身が異なる環境へ変化する状況に対して問
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題が挙げられたことから，コーチングは，ス
ポーツを辞める可能性に影響しやすい事が述
べられた。
　トップアスリートにばかりスポットライト
が当てられる今日において，ドロップアウト
した選手に着目した視点がおもしろく，また
ネガティブな側面を明らかにすることによっ
て，ポジティブな面をより活かせ，より良い
コーチングに繋がるという観点が非常に興味
深い発表であった。自身の研究分野に関して
も，ネガティブな側面は敬遠する傾向にある
が，今一度研究に関して俯瞰した目線を持ち，
より研究に深みを持たせられるようにしなけ
ればならないと感じた。
４．Keynote lecture: New Era of Coach 
Development. 20）
Masamitsu ITO Nippon Sports Science 
University）
　コーチングに関して日本を代表する研究者
である伊藤雅充氏による「コーチ育成におけ
る新しい時代」というテーマでキーノート
レクチャーが行われた。伊藤氏は，国際コ
ーチングエクセレンス評議会（International 
Council for Coaching Excellence：ICCE）の
メンバーとして，コーチ育成のための「NSSU 
Coach Developer Academy：日本体育大学
スーパーコーチャー・アカデミー：NCDA」
を2015年から実施している。
　キーノートレクチャーでは，ICCEの発
行する『The International Sport Coaching 
Framework』を紹介された。その中で，コー
チに必要な３つの能力として，「専門的知識」
「他者の知識」「対自己の知識」を身につける
必要があるとしている。そして，主な役割と
して「ビジョンと役割の設定」「環境整備」「人
間関係の構築」「練習の実施と大会の準備」「現
場理解と対応」「学習と内省」をあげている。
　次に日本体育大学で実施している「NSSU 
Coach Developer Academy」の内容につい
て紹介された。NSSUは，文部科学省の2020
年オリンピック・パラリンピック競技大会に
向けた国際貢献策である「スポーツ・フォ ・ー
トゥモロー」プログラムの一環として，国際
的に活躍できるコーチ育成者の養成とコーチ
育成者の国際的なネットワーク構築の中核拠
点になることを目指し，日本体育大学に設立
された。NCDAは，国際コーチングエクセ
レンス評議会との連携のもと，対面式とオン
ラインでの学習を組み合わせたブレンド型学
習を導入し，質の高いコーチ育成者養成プロ
グラムを世界各地から集まった受講生に提供
している。そして，スポーツに関わるあらゆ
る人をポジティブな経験に導くコーチング文
化の創造することを，NCDAのビジョンに
掲げ活動していることが紹介された21）。
　各国から非常に多くの参加希望者があり，
その選出方法も苦労されているとのこと。実
際のプログラムではワークショップを多く取
り入れたものが展開されている。今年度も
2017年２月10日〜17日まで日本体育大学で開
催され12名の参加者があり，各国のナショナル
チームレベルの参加者もいるとのことである。
　コーチングに関する世界的動向や日本体育
大学におけるコーチ育成のプログラムを紹介
され，非常に有益な講義であった。
付　記
　本研究は，平成28年度「北翔大学北方圏生
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涯スポーツ研究センター」の助成を受けて実
施したものである。
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